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ごあいさつ

梅雨の晴れ間に夏の訪れを感じる今日この頃、会員の
皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し
上げます。
ここに、令和7年度（第95期）の営業の概要と決算の
状況についてご報告を申し上げるにあたり、日頃のご愛
顧に対しまして心から厚くお礼申し上げます。
さて、今期の国内経済は、米国の関税政策の影響等で
物価上昇が想定以上に加速しましたが、個人消費は賃金
上昇や雇用拡大、低価格品シフト、資産効果等により底
堅く推移しました。昨年10月に発足した高市新内閣は「責
任ある積極財政」として、これまでの緊縮的傾向から転
換し大規模な財政支出や経済対策を打出しましたが、国
内企業の99％を占める中小企業では物価高や人件費上昇
などコスト増を価格転嫁で吸収することが難しく、加え
て急速に進む人口減少や少子高齢化を背景に、深刻な人
手不足や後継者問題等多くの課題に直面し厳しい状況が
続いております。金融政策面では日本銀行が昨年1月に
続き12月にも政策金利を0．75％に引き上げ、約30年ぶ
りの高水準となりました。米国関税政策、中国との安全
保障・経済を巡る緊張、中東情勢緊迫化、長引くウクラ
イナ情勢など、海外情勢の動向による国内外経済に与え
る影響にも留意が必要です。
翻って、当地経済につき北陸新幹線敦賀延伸開業から
2年が経過し、福井県への来訪者は全体で2割増加する
など開業効果が見て取れます。「敦賀まちづくり協議会」
による「敦賀まちづくりアクションプログラム」の施策
も着々と進められ「訪れたくなる・住みたくなる敦賀」

理 事 長

島崎　利治
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の実現に向け、官・民・財が一体となり取り組みを進め、
当金庫役職員もこの施策に多く参加しております。
このような環境下、当期の預金は、個人預金は増加し
たものの法人預金が減少し、期末残高は1,546億円、前
期比0．1億円の減少、期中平残は1,557億円、前期比8億
円、0．55％の減少となりました。貸出金は、証書貸付、
当座貸越が増加したことから期末残高は483億円、前期
比7億円、1．7％増加、期中平残は483億円、前期比15億
円、3．02％の増加となりました。
収益面では、貸出金利息、有価証券利息配当金等の増
収により資金運用収益は増収し、業務収益は前期比216
百万円増収となりました。その他経常収益が株式等売却
益減少により、前期比13百万円減収となりましたが、経
常収益は前期比203百万円の増収となりました。費用に
ついて、預金利回り上昇により資金調達費用は133百万
円増加しました。経費が前期比44百万円増加し、その他
業務費用は前期比73百万円増加したことから業務費用は
前期比250百万円増加しました。この結果、経常費用が
前期比283百万円の増加となり経常利益は前期比80百万
円の減益となる271百万円となりました。業務純益は業
務収益の増加により286百万円となりました。以上の結
果、当期純利益は、前期比140百万円の増益となる462
百万円となりました。
財務体質の健全性を示す自己資本比率は、前期比0．91
ポイント上昇し13．94％となり引続き健全性維持に問題
のない水準であると考えております。
『つるしん「未来を拓く変革への挑戦」3か年計画』の
最終年度となる令和8年度は、地元事業者や地域住民の
拠り所となる金融機関を目指し、収益力及びコンプライ
アンスの強化を図るほか、「事業発展、経営力強化のた
めの本業支援、経営改善支援に向け経営者に寄り添う “伴
走型支援” に取組むこと」を最重要課題と位置づけ取組
んで参ります。また、引続き外部機関・専門家等と連携
し事業性評価の取組みを強化するなど「中小企業の支援」
に取組みます。
何卒、今後とも一層のご支援とご鞭撻を賜りますよう
心からお願い申し上げます。

令和8年6月
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主な庶務事項
■総代会
令和7年  6月	 第74回通常総代会をニューサンピア敦賀で開催しました。
報告事項	 第94期（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）業務報告、貸

借対照表および損益計算書報告の件
	 上記計算書類の内容を報告いたしました。
決議事項
第1号議案	 第94期（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）剰余金処分案承認の件
	 原案通り承認可決されました。
第2号議案	 定款第15条に基づく会員除名の件
	 原案通り承認可決されました。

■その他の主な事項
令和7年  4月	 ・�市場金利の上昇に伴い、定期性預金の金利を引き上げました。
	 ・�SDGsの取組みの一環として、三方五湖保全対策協議会が実施する

三方五湖周辺の清掃活動に参加しました。
令和7年  6月	 ・�「第22回リサイクル定期預金」の発売を開始しました。
	 ・�SDGsの取組みの一環として、「海ごみゼロプロジェクトin敦賀」に

参加し清掃活動を行いました。
令和7年  7月	 ・�つるしん通帳アプリ内でご利用可能な金利上乗せ商品、「アプリ定

期預金」「アプリ定期積金」の取り扱いを開始しました。
	 ・�「能登復興応援定期預金」募集総額の0.01％相当額を能登半島復興

支援のために日本赤十字社を通じて被災地へ寄付を行いました。
令和7年  9月	 ・�敦賀市と連携し、健康支援アプリ「敦とんあるこ」に係るポイント

事業として、敦賀市内の飲食店にて利用できるクーポン券プレゼン
ト企画「飲食店応援杯」に取組みました。

	 ・�㈱みらいワークスと共催にて、経営課題解決セミナー「～変化の激
しい時代の新たな人材活用法～」を開催しました。

令和7年10月	 ・�福井県下4信用金庫統一ボランティア活動「しんきんクリーン作戦」にお
いて敦賀市・美浜町・若狭町（旧三方町）の各駅を役職員で清掃しました。

	 ・�「つるが旨いもんナンでもマルシェ（敦賀商工会議所主催）」に参加し、
小学生低学年を対象とした “金融教育セミナー” を開催しました。

	 ・�手形・小切手の全面的な電子化の取り組みの一環として、手形・小
切手に関する手数料を改定しました。

	 ・�フコクしんらい生命「一時払終身保険」「個人年金保険」の取り扱
いを開始しました。

令和7年11月	 ・�金利上乗せ定期預金「つるしん特別金利定期預金」の発売を開始しました。
	 ・�全国253の信用金庫が協賛する中小企業向け大展示商談会「2025 “よ

い仕事おこし”フェア」が東京ビッグサイトで開催され、当庫取引先のブー
ス出展に合わせてサポートを実施しました。

令和7年12月	 ・�「第24回eco（エコ）定期預金」の発売を開始しました。
	 ・�パソコンやスマホから口座の取引履歴確認や電子帳票の閲覧・ダウ

ンロードが可能な、事業者向けポータルサービス「S-AGORA」の
取り扱いを開始しました。

	 ・�外国為替業務の取り扱いを終了しました。
	 ・�敦賀高校において当庫職員2名が講師となり「出張金融講座」を開催し、

学生40名が受講しました。
	 ・�敦賀気比高校において「気比高キャリア塾」が開催され、当庫職員

が講師となり学生47名が受講しました。
	 ・�敦賀市内外の小中学生が職業体験を楽しむ「Out of KidZania inつ

るが2025」に「信用金庫職員の仕事」として出展し、運営スタッ
フ16名が参加しました。

令和8年  1月	 ・�ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）のYouTubeを
活用した動画広告を開始しました。

	 ・�「リサイクル定期預金」発売期間中の増加額に応じた一定割合を、環
境保護を目的として敦賀市・美浜町・若狭町に寄付をしました。

	 ・�能登半島地震・豪雨の被災地で復興に取り組まれている事業者さま
が作られる地域特産品をプレゼントする「懸賞品付能登復興応援定
期預金」の抽選会を行いました

令和8年  2月	 ・�粟野支店のATM2台を、地方税統一QRコード納付が可能なATM
に入れ替えしました。

	 ・�11月に発売し好評を頂いた「第2弾つるしん特別金利定期預金」を
発売しました。

令和8年  3月	 ・�「敦賀まちゼミ（敦賀商工会議所主催）」に参加し、“親子で楽しむ
お金のクイズラリー” を開催しました。

	 ・�市場金利の上昇に伴い、定期性預金の金利を引き上げました。
	 ・�本店の土曜日営業を終了しました。
	 ・�北陸新幹線敦賀開業2周年を記念したイベント「つるが街波祭」に

役職員5名がボランティア参加しました。
*eco（エコ）
定期預金

	 敦賀市・美浜町・若狭町のゴミの減少度合いによって金利が上乗せさ
れる定期預金

*リサイクル
定期預金

	 敦賀市・美浜町・若狭町の資源ゴミの増加度合いによって金利が上乗
せされる定期預金

■味覚の会	 ・�第67回　京都・よしもと祇園花月にて新喜劇を楽しんでいただきました。
79名参加

	 ・�第68回　但馬の食材を使った割烹料理をご堪能いただきました。
72名参加

■年金相談会	 令和7年度中14回開催　84名参加
■預かり資産（マネープラン）相談会
	 令和7年度中6回開催　15名参加
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貸借対照表

資　　　産 金　　　額
（資産の部） 千円

現 金 2,344,226 
預 け 金 30,109,137 
金 銭 の 信 託 －
有 価 証 券 75,255,320 

国 債 4,063,309 
地 方 債 2,676,037 
社 債 49,045,779 
株 式 301,932 
そ の 他 の 証 券 19,168,262 

貸 出 金 48,342,590 
割 引 手 形 21,182 
手 形 貸 付 3,332,987 
証 書 貸 付 41,508,529 
当 座 貸 越 3,479,891 

そ の 他 資 産 1,061,782 
未 決 済 為 替 貸 21,524 
信 金 中 金 出 資 金 768,300 
未 収 収 益 230,015 
そ の 他 の 資 産 41,943 

有 形 固 定 資 産 1,158,294 
建 物 539,662 
土 地 442,873 
建 設 仮 勘 定 －
その他の有形固定資産 175,758 

無 形 固 定 資 産 34,557 
ソ フ ト ウ ェ ア 33,622 
その他の無形固定資産 934 

前 払 年 金 費 用 104,407 
繰 延 税 金 資 産 452,527 
債 務 保 証 見 返 133,957 
貸 倒 引 当 金 △ 1,030,787

（うち個別貸倒引当金） （ △ 948,735 ）
合　　　計 157,966,015 

　（注）	１．�記載金額は千円未満を切捨てして表示しております。
	 ２．�財産目録の金額は資産・負債の金額と同一につき省略 

たします。



6

第95期　令和8年3月31日現在

負債および純資産 金　　　額
（負債の部） 千円

預 金 積 金 154,693,501 
当 座 預 金 3,266,839 
普 通 預 金 72,551,895 
貯 蓄 預 金 589,770 
通 知 預 金 35,536 
定 期 預 金 71,688,567 
定 期 積 金 5,132,425 
そ の 他 の 預 金 1,428,467 

譲 渡 性 預 金 －
そ の 他 負 債 247,157 

未 決 済 為 替 借 34,708 
未 払 費 用 104,011 
給 付 補 填 備 金 2,915 
未 払 法 人 税 等 1,799 
前 受 収 益 44,952 
職 員 預 り 金 －
そ の 他 の 負 債 58,769 

賞 与 引 当 金 35,901 
退 職 給 付 引 当 金 －
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 55,001 
睡眠預金払戻損失引当金 3,291 
偶 発 損 失 引 当 金 13,481 
繰 延 税 金 負 債 －
債 務 保 証 133,957 
負 債 の 部 合 計 155,182,291 

（純資産の部）
会 員 勘 定 9,215,134 
普 通 出 資 金 266,672 
利 益 剰 余 金 8,948,462 

利 益 準 備 金 266,672 
そ の 他 利 益 剰 余 金 8,681,790 

特 別 積 立 金 7,800,000 
当期未処分剰余金 881,790

評 価・換 算 差 額 等 合 計 △ 6,431,411
そ の 他 有 価 証
券 評 価 差 額 金 △ 6,431,411

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 －
純 資 産 の 部 合 計 2,783,723 

合　　　計 157,966,015 



7

損益計算書
第 95 期	 令和 7 年 4 月   1 日から
	 令和 8 年 3 月 31 日まで（ ）

科　　　目 金　　　額
経 常 収 益 2,134,856 千円
資 金 運 用 収 益 1,750,312 

貸 出 金 利 息 865,417 
預 け 金 利 息 123,718 
有 価 証 券 利 息 配 当 金 744,276 
金 利 ス ワ ッ プ 受 入 利 息 －
そ の 他 の 受 入 利 息 16,900 

役 務 取 引 等 収 益 193,329 
受 入 為 替 手 数 料 86,814 
そ の 他 の 役 務 収 益 106,514 

そ の 他 業 務 収 益 34,379 
外 国 為 替 売 買 益 －
国 債 等 債 券 売 却 益 17,365 
国 債 等 債 券 償 還 益 －
そ の 他 の 業 務 収 益 17,013 

そ の 他 経 常 収 益 156,835 
貸 倒 引 当 金 戻 入 益 －
償 却 債 権 取 立 益 1,067 
株 式 等 売 却 益 155,410 
金 銭 の 信 託 運 用 益 －
そ の 他 の 経 常 収 益 358 

経 常 費 用 1,863,471 
資 金 調 達 費 用 210,992 

預 金 利 息 208,316 
給 付 補 填 備 金 繰 入 額 2,676 
譲 渡 性 預 金 利 息 －
金 利 ス ワ ッ プ 支 払 利 息 －

役 務 取 引 等 費 用 120,984 
支 払 為 替 手 数 料 18,059 
そ の 他 の 役 務 費 用 102,924 

そ の 他 業 務 費 用 193,820 
外 国 為 替 売 買 損 －
国 債 等 債 券 売 却 損 193,806 
国 債 等 債 券 償 還 損 －
国 債 等 債 券 償 却 －
そ の 他 の 業 務 費 用 14 

　（注）記載金額は千円未満を切捨てして表示しております。
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科　　　目 金　　　額
経 費 1,165,834 千円

人 件 費 706,489 
物 件 費 411,738 
税 金 47,606 

そ の 他 経 常 費 用 171,838 
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 15,832 
貸 出 金 償 却 923 
株 式 等 売 却 損 －
株 式 等 償 却 145,398 
金 銭 の 信 託 運 用 損 －
そ の 他 の 経 常 費 用 9,684 

経 常 利 益（又 は 経 常 損 失） 271,385
特 別 利 益 －

固 定 資 産 処 分 益 －
そ の 他 の 特 別 利 益 －

特 別 損 失 1,060 
固 定 資 産 処 分 損 1,060 
減 損 損 失 －
そ の 他 の 特 別 損 失 －

税 引 前 当 期 純 利 益
（又 は 税 引 前 当 期 純 損 失） 270,325

法人税、住民税及び事業税 1,904
法 人 税 等 調 整 額 △ 193,616
法 人 税 等 合 計 △ 191,711
当期純利益（又は当期純損失） 462,037
繰 越 金（当 期 首 残 高） 419,753
・・・積 立 金 取 崩 額 －
当 期 未 処 分 剰 余 金
（又 は 当 期 未 処 理 損 失 金） 881,790



9

剰余金処分

上記の通りであります。

令和8年6月

敦　賀　信　用　金　庫
理 事 長　島　崎　利　治	 理事　小　森　英　雄
常務理事　髙　岸　　　裕	 理事　刀　根　荘兵衛
常務理事　松　中　　　尚	 理事　德　本　達　郎
常勤理事　梅　木　智　巳
常勤理事　西　部　　　拓

以上各項は適法でありかつ正確妥当なることを認めます。

令和8年6月

常勤監事　川　端　利　明
監　　事　西　浦　　　茂
監　　事　桑　村　典　之

（注）�監事　桑村 典之は、信用金庫法第32条第5項に定める員外監事で 
あります。

なお、EY新日本有限責任監査法人による監査の結果、適法
と認められております。

第 95 期	 令和 7 年 4 月   1 日から
	 令和 8 年 3 月 31 日まで（ ）

円

当 期 未 処 分 剰 余 金 881,790,600 
積 立 金 取 崩 額 －
剰 余 金 処 分 額 407,895,510 

利 益 準 備 金 －
普 通 出 資 に 対 す る 配 当 金 7,895,510 

（年３％の割）
特 別 積 立 金 400,000,000 

繰 越 金（当 期 末 残 高） 473,895,090 
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総代会制度について

総代会制度について
　信用金庫は、会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理
念に、会員１人１人の意見を最大の価値とする協同組織金融機関で
す。したがって、会員は出資口数に関係なく、１人１票の議決権を
持ち、総会を通じて当金庫の経営に参加することとなります。しか
し、当金庫では、会員数がたいへん多く、総会の開催は事実上不可
能です。そこで、当金庫では、会員の総意を適正に反映し、充実し
た審議を確保するため、総会に代えて総代会制度を採用しておりま
す。
　この総代会は、決算、取扱業務の決定、理事・監事の選任等の重
要事項を決議する最高意思決定機関です。したがって、総代会は、
総会と同様に、会員１人１人の意見が当金庫の経営に反映されるよ
う、会員の中から適正な手続により選任された総代により運営され
ます。
　また、当金庫では、総代会に限定することなく、日常の事業活動
を通じて、総代や会員とのコミュニケーションを大切にし、さまざ
まな経営改善に取組んでおります。

総代とその選任方法
⑴総代の任期・定数
　・総代の任期は 3 年です。
　・�総代の定数は60人以上90人以下で、会員数に応じて各選任区域

ごとに定められております。なお、総代の定年は満75歳です。
令和8年3月末日現在の総代数は65人で、会員数は6,241人です。

選任区域 総代数
第１区　　敦賀市北地区他 ８
第２区　　敦賀市西・南・中郷地区他 １４
第３区　　敦賀市松原地区他 １３
第４区　　敦賀市粟野地区他 １５
第５区　　美浜町地区 １０
第６区　　若狭町地区他 ５

合　　　　計 ６５

⑵総代の選任方法
総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映す
る重要な役割を担っております。
そこで総代の選考は、総代候補者選考基準に基づき、次の３つの
手続を経て選任されます。
①総代会において総代候補者選考委員を選任する。
②総代候補者選考委員が総代候補者を選考する。
③総代候補者を会員が信任する（異議があれば申し立てる）。

会員のみなさまへ
日頃お気付きの点、ご意見等がございましたら、お取引店または
本部担当部署までお寄せ下さい。



金山支店

ワイプラザグルメ館敦賀店

美浜支店

三方支店

バロー木崎店

至福井

氣比神宮

敦賀港

至福井

ハピラインふくい線
つるが

国道8号線

至米原・京都

至滋賀

気比の松原

至西浦海岸

みはま

小浜線 みかた
至小浜
至小浜

粟野支店

店舗のご案内および自動機のご案内
● 本店営業部 敦賀市本町一丁目11-7  22-3500
   0120-150996
● 神 楽 支 店 敦賀市本町一丁目11-7 22-1550
● 松 原 支 店 敦賀市呉竹町二丁目9-14 23-3215
● 粟 野 支 店 敦賀市市野々町一丁目240 23-4810
● 金 山 支 店 敦賀市市野々町一丁目240 25-7250
● 中央町支店 敦賀市呉竹町二丁目9-14  24-0024
● 美 浜 支 店 三方郡美浜町郷市13-4-1 32-0104
● 三 方 支 店 三方上中郡若狭町鳥浜49-31-1 45-0072

ア ル プ ラ ザ 敦 賀
MEGAドン・キホーテUNY敦賀店

バ ロ ー 木 崎 店
ワイプラザグルメ館敦賀店

●
●

●
●

現金自動機のご案内　●無休にて稼働

アルプラザ敦賀

MEGAドン・キホーテUNY敦賀店

この地域とともに

〈令和8年7月1日現在〉

本店営業部神楽支店

松原支店中央町支店

北陸本線

ネットワーク



令和8年6月

会 員 各 位
敦賀信用金庫
理事長　島崎　利治

第75回通常総代会決議事項のお知らせ
拝啓　ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、本年6月15日に開催いたしました第75回通常総代
会におきまして下記のとおり報告並びに決議されました
のでお知らせ申し上げます。

敬　具

記

報 告 事 項　�第95期（令和7年4月1日から令和8年3月
31日まで）業務報告、貸借対照表、損益計算
書報告の件�  
上記計算書類の内容を報告いたしました。

決 議 事 項
第1号議案　�第95期（令和7年4月1日から令和8年3月

31日まで）剰余金処分案承認の件�  
原案どおり承認可決されました。

第2号議案　�定款第15条に基づく会員除名の件�  
原案どおり承認可決されました。

第3号議案　�理事全員の任期満了に伴う選任の件�  
下記の8氏が選任され、就任いたしました。 
島崎 利治　　　松中 　尚　　　梅木 智巳 
西部 　拓　　　藤長 和哉　　　小森 英雄 
刀根 荘兵衛　　德本 達郎

第4号議案　�監事全員の任期満了に伴う選任の件�  
下記の3氏が選任され、就任いたしました。 
川端 利明　　　西浦 　茂　　　桑村 典之

第5号議案　�退任理事に対する退職慰労金贈呈の件�  
理事会へ一任することに承認可決されました。

以　上


